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昭和26年度国民栄養調査成績の概要

Ⅰ　国民栄養調査の実施方法

（1）目的

本調査は国民栄養の実態を把握し、国民栄養の

改善に対しその対策樹立の基本資料とするほか、

食糧需給計画及び公衆衛生上国民体位並びに健康

度の向上等に重要な貢献をしている。

（2）実施方法

調査は昭和21年、22年は有意抽出法により、

都市農村の比較を目的としてきたが、昭和23年

より厚生省統計調査部の協力を得て任意抽出法を

用い、国民全体を対象として従来のように都市、

農村の比較ができるような方法をも考慮して実施

してきている。

1．　調査客体のとり方

　昭和21年及び22年は都市（消費者）農村

（生産者）の比較を目的として調査客体を選定

した。昭和23年以降は日本全国を大都市、中

小都市（人口3万以上）及びその他の町村の3

strata（階層）に分ち、夫々調査地区を任意抽

出した。

　大都市は従来の都市に他の都市を加えて、12

都市（札幌、仙台、東京、横浜．大阪、京都、

名古屋、神戸、金沢、呉、及び福岡、松山）と

し、なおこの外、特殊調査として鉱炭山4ケ所

（北海道、秋田、福島、福岡）及び東京鉄道局

（鉄道従業員）につき調査を実施している。

　調査世帯は任意抽出法により決定した。

　2．調査項目

　各世帯につき次の項目を調査した。

　　（1）身体栄養状態調査

　　　（イ）身長、体重、胸囲の測定

　　　（ロ）　栄養不足に関係する症候（貧血、毛

孔性角化症、角膜乾燥症及び角膜軟化

症、口角炎、舌炎及び口内炎、腱反射

消失、浮腫、慢性下痢、徐脉、月経遅

延及び無月経、 母乳分泌不良）

　　（2）栄養摂取量調査

　　　（イ）摂取食品量

　　　（ロ）　食品群別栄養摂取量

　　　（ハ）入手別栄養摂取量

3．調査時期

調査は年4回、2月、5月、8月、11月に実
施した。

4．調査方法

　調査月中、連続三日間の栄養摂取量を調査し

その前後において併せて身体栄養状態を調査し

た。

　　前者は調査員が戸別訪問して調査し、後者に

おいては被調査者を一定の場所に集めて医師が

これに当つた。

（3）　集計及び整表方法（第一部及び第二部）

　国民栄養調査の成績は、第1部、及び第2部に

分けて本書に集計収録した。

　第1部は従来の都市農村別比較の有意抽出法を

改正して全国民を対象として昭和23年より任意

抽出法により大都市、中小都市及びその他の町村

の階層に分けて実施したものでこれを収録した。

　第2部は昭和21年及び22年は消費者（都

市）及び生産者（農村）の比較対照を中心として

有意抽出法により行われたので、これらと比較す

るため、第1部の調査資料より12都市の非農家

農村の純農家を集計したもので、昭和21年より

昭和26年まで収録した。

　これに有意抽出法により定めた東京鉄道局、秋

田鉱山その他3炭鉱について、昭和26年分を併

せて収載した。

Ⅱ　調査成績

　以下述べる国民栄養調査の成績は主として全国

成績及び都市、農村の比較に重点をおき前年と比

較して述べることとした。以下述べる中で年間平

均とは、年4回の算術平均で算出したものであ

る。但し身長、体重及び胸囲は毎年5月調査のみ

を収録した。

（1）　栄養摂取状態

　1．栄養摂取量（第1．2．3．19．20表、第5．

6図）

　（a）熱量、蛋白質及び脂質

　　遂年次第に改善向上され昭和26年の全国平

均は熱量2130cal、蛋白質68g（動物性蛋白質

19g及び脂肪18gで、何れも標準に比して夫
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々熱量20cal、蛋白質7g（約10％）動物性蛋

白質7g（約28％）の不足を示している。各階

層の差違については第1．2．3表を、消費者

（都市）生産者（農村）の比較については第29

表を参照されたい。

　これらの差違について概観すると、農村は都

市に比して熱量は多く標準を上廻り、蛋白質

（殊に動物性蛋白質）及び脂肪は都市が多く、

農村はかなり少ない。

（b）無機質及びビタミン

　無機質及びビタミンは逐年余り変化しないが

　ビタミンA及びCが近年減少している。即ち昭

和26年の全国平均はカルシウムは0．27gで依

然として著るしい不足であり、燐は1．82gで過

剰、鉄は49mgで充分、ビタミンAは2262I.U.

で逐年減少し、標準を下回り、ビタミンB1及

びB2は1.52mgであるが調理上の損失をみる

と何れも標準を下回る。

　ビタミンCは99mgでAと同じく近年減少し

調理上の損失をみると標準を下廻る。

　各階層及び消費生産者別（第1．2．3．29表）

に比較してみると無機質は大差なく、ビタミン

A及びCは農村が稍々多くB1及びB2は都市

の方が僅かに多い。何れにしても全国にみられ

るような傾向を示している。

2．食品摂取量（第4．5．6．21．22．23．24

25表、第7図）

食品の種類と量（食糧構成）は逐年改善をみ

つつあり、昭和26年全国平均においては、米

は354．7gで逐年若干増加し、小麦は76．3gで

微量増が、大麦類は59．7gで著変なく、甘藷は

逐年減少し、67．4g、馬鈴薯も同じく31．Ogと

なつている。

　砂糖類は増加し11.3g、油脂類は若干増加し

3．2gを示している。豆類は僅かに増加し、大

豆2．6g、味噌32．1g、大豆製品21．4g、その

他の豆類6．9gである。

　動物性食品は獣鳥肉類を除いて何れも増加し

魚介類、生物62.9g、乾物9．6g、獣鳥肉類

7．2g、卵類7．4g、乳7．4g、乳製品0．9g合

計95．4gとなつている。

　緑黄色野菜は逐年若干減少し66．4g、これに

反して柑橘類及びその他の果実類は増加し夫々

21．2g、25．9gとなつている。

その他の野菜も減少の傾向にあり111.0gを

示している。

加工野菜（乾物及び漬物）は多少減少し、夫

々2．1g、41．2gとなつている。海藻類は変化

がない。

　これを階層別及び消費者、生産者別にみると

米は農村地区が多く、小麦は都会に多い。大麦

は若干農村が多い。

雑穀はこれらに比して極めて少ないが、微量

乍ら農村に多い。いも類は農村が多いが砂糖類

は都市が多い。

　豆類は著差がない。動物性食品は都会が多い

が、農村は近年比較的に著しく増加した。緑黄

色野菜は農村の方が多いが、柑橘類は少ない。

その他の果実は都会に多いが、その他の野菜は

農村が多い。海藻類は変化がない。

　加工野菜は農村が多いが、近年農村は減少の

傾向にある。食品入手別摂取量については、第

22表及び第25表に示してあるが熱量について

は都市は配給食品にたより、農村は自家生産物

に依存（80％以上）している。蛋白質において

は都市では自由購入品によるものが多く、農村

では自家生産に主としてたよっている。

（2）身体的栄養状態

1．身体症候（第7．8．9．26表、第5図）

　身体症候（貧血、毛孔性角化症、角膜乾燥及

び軟化症、口角炎、舌炎及び口内炎、腱反射消

失、浮腫、慢性下痢、徐脈、月経遅延及び無月

経、母乳分泌不良）については、全国平均にお
いて、逐年減少の傾向をたどり、昭和25年は

再び増加の傾向を示したが、昭和26年は再び

減少を示した。これを都市、農村別に傾向をみ

ると都市は一般に減少しつつあるが、農村地区

では不定不同で、総じて都市よりも有症者が多

い。即ちこれらの症候を一つ以上有する者が農

村では都市の30％～50％多い。

　もつとも高い発現率を占めるものは口角炎、

腱反射消失、月経異常、母乳分泌不良、更にこ

れらよりおちるが貧血、徐脈である。

即ち夫々昭和26年全国平均は7.1％、7.0

％、9.3％、23.4％及び2.8％、を示している。

これらはビタミン、蛋白質等の摂取不足に関

係しているわけである。これらの症候中、口角

炎、腱反射消失、月経異常等は農村に多く、こ
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れに反して母乳分泌不良は都市に多く見られ

る。

2．体位（身長，体重及び胸囲）（第10．11．

　12．13．14．15．16．17．18表、第1．2．

　3．4図）
　逐年身長及び体重は増加し、基準値に接近し

つつあるが、全国平均において青少年において

未だ回復していない。例えば15歳の男子の身

長は戦前の夫に比して、昭和22年は6．7cm劣

り、昭和26年は3．3cm未だ劣る。即ち昭和
26年はその不足分の約50％回復又は劣つてい

ることになる。又その体重においては昭和22

年は4．38kg、昭和26年は2．29kgの不足を

示しており、約50％の回復又は劣つているこ

とを示している。

　女子においては12．13．14歳の間において

今なお体重のみが基準値を超えており、然もこ

れが近年減少する傾向にあることである。

都市は一般に農村より男女ともに身長がまさり

体重は劣る。

　胸囲は昭和25年5月及び26年5月に調査

した。

　両年を比較してみると全般的に増加している

13～14歳前後を除いては男子は女子にまさつ

ている。胸囲のもつとも大きい年齢層では男子

では壮年期、女子では青年期となつている。都

市農村を比較すると乳幼児及び学童は男女とも

都市がまさり、その以後の年齢層は農村がまさ

つている。

Ⅲ　結び

　戦後国民の栄養状態は逐年回復の方向に向つて

いるが次のような欠陥を指摘することができる。

　1．体位は一般的に向上してきているが未だなお

　戦前のそれに復帰していない。殊に思春期青少

年の回復は著じるしく遅い。身長は都市がまさ

り農村が劣っている。

　2．身体症候の発現率は一般的に逐年減少してき

　たが近年停滞の傾向がある。即ち都市は減少し

てきたが近年停滞の傾向を示し、農村は増減不

定で都市よりもかなり多い。

3．栄養摂取量は熱量においては一般的に標準に

近づきつつあり、農村は充足しているが、都市

は不足を示している。蛋白質及び脂肪も増加し

つつあるが、未だなお特に農村における不足が

著しい。

3．無機質の摂取量においては都市農村ともに依

然として燐は特に過剰、カルシウムは著るしく

不足している。

5．ビタミンは都市農村共にすべて不足し依然と

してB1特にB2には不足であり、A及びCの

不足が明らかになつた。
6．食晶摂取量は米及び小麦粉の摂取量は都市、

農村とも僅かではあるが増加し、いも類は減少

し、砂糖類、油脂類は若干増加し、又豆類及び

動物性食品も増加し、特に農村の動物性食品の

増加度が著るしい。

　緑黄色野菜はともに減少している反面、果物

が僅かに増加している。一般的にみて食糧構成

は改善の傾向にある。

日本人一人一日当り所要摂取量

（Desirable　Allowance）

熱量

蛋白質

脂肪

石灰（Ca）

鉄（Fe）

ビタミンA

ビタミン　B1

ビタミン　B2

単位

ビタミンC

食塩

所要量

（昭22．4．15．食糧及栄養対策審議会改訂）



第Ⅰ部 全国民を対象の調査成績

註　全国：全都市及び農村の集計

　　全都市：東京都、11都市、その他の都市の集計

　　年別成績：年4回調査を算術平均したもの



第1表
昭和24～26年国民栄養調査成績 （摂取栄養量一人一日当り）

　　　全国　　　　　　　　　全都市　　　　　　　　東京都　　　　　　　　11都市　　　　　　　　その他の都市　　　　　　農村

昭24年　25年　26年　　昭24年　25年　26年　　24年　25年　26年　　24年　25年　26年　　24年　25年　26年　　24年　25年　26年

成人換算率
蛋白質　熱量

蛋白質
動物性　植物性　計

脂肪
含水炭素　熱量

無機質
カルシウム　燐　鉄

ビタミンA B1 B2 C

（9）



第2表 昭和26年　国民栄養調査 （摂取栄養量一人一日当り）
　　　　　　　　　　　　（10）

全国

2月　5月　8月　11月　平均

成人換算率　蛋白質　熱量

蛋白質　動物性　植物性　計

脂肪　含水炭素　熱量

無機質　カルシウム　燐　鉄

ビタミン　A B1 B2 C

全都市

2月　5月　8月　11月　平均

農村

2月　5月　8月　11月　平均

第3表 昭和26年　国民栄養調査 （摂取栄養量　一人一日当り）

成人換算率　蛋白質　熱量

蛋白質　動物性　植物性　計

脂肪　含水炭素　熱量

無機質　カルシウム　燐　鉄

ビタミン　A B1 B2 C

東京都

2月　5月　8月　11月　平均

11都市

2月　5月　8月　11月　平均

その他の都市

2月　5月　8月　11月　平均



第4表 昭和24～26年国民栄養調査成績
食品群別摂取量　一人一日当り

　　　　　　　　　　単位＝グラム

食品群
全国

昭24年　25年　26年

穀類
　　　米
　　　大麦
　　　小麦
　　　雑穀
　　　計
堅果類

いも類

　　　　　甘藷
　　　馬鈴薯
　　　その他の芋類
　　　計
砂糖類
油肪類

豆類

　　　大豆
　　　味噌
　　　大豆製品
　　　その他の豆類
　　　計

動物性食品

　　　魚介類　生物　乾物
　　　獣鳥肉類
　　　卵類
　　　　　　乳
　　　乳製品
　　　計

野菜及び
果実類

　　　緑黄色野菜
　　　柑橘類
　　　　　その他の果実
　　　　　その他の野菜
　　　計
海藻類

加工野菜
　　　乾物
　　　　漬物
　　　計
調味嗜好品
　　　　　　醤油

　　　　　　その他

一人一日当り合計

全都市

24年　25年　26年

東京都

24年　25年　26年

11都市 その他の都市

24年　25年　26年　　　　24年　25年　26年

農村

24年　25年　26年

（11）



　　第5表 昭和26年国民栄養調査成績 　食品群別摂取量　一人一日当り　　　（12）

　　　　　　　単位＝グラム

食品群

穀類

　　　米
　　　小麦
　　　大麦
　　　　雑穀
　　　計

堅果類

いも類

　　　甘藷
　　　馬鈴薯
　　　その他の芋類
　　　　計砂糖類
油脂類

豆類

　　　大豆
　　　味噌
　　　大豆製品
　　　その他の豆類
　　　　　計

動物性食品

　　　魚介類　生物　乾物
　　　獣鳥肉類
　　　卵類
　　　　　乳
　　　乳製品
　　　　　計

野菜及び
果実類

　　　緑黄色野菜
　　　柑橘類
　　　　その他の果実
　　　　その他の野菜
　　　計

海藻類
加工野菜　乾物　漬物　計

調味嗜好品　醤油　その他

一人一日当り合計

　　　　　　　　　　全国　　　　　　　　　　　　全都市　　　　

2月　　5月　　8月　　11月　　平均　　　2月　　5月　　8月　　11月　　平均　　　2月　　5月　　8月　　11月　　平均

農村



　第6表 　　　　　　　昭和26年　国民栄養調査成績 食品群別摂取量一人一日当り
　　　　　　　　　　　　単位＝グラム

食品群

穀類

米
大麦
小麦
雑穀
　　計

堅果類

いも類

甘藷
馬鈴薯
その他の芋類
　　計

砂糖類
油脂類

豆類

大豆
味噌
大豆製品
その他の豆類
　　計

野菜及び
果実類

緑黄色野菜
柑橘類
その他の果実
その他の野菜
　　計

動物性食品

魚介類　生物　乾物
獣鳥肉類
卵類
　乳
乳製品
　　計

海藻類

乾物
加工野菜　　漬物

　　計

調味嗜好品　醤油　その他

一人一日当り合計

　　　　　　　　　東京都　　　　　　　　　　　　11都市　　　　　　　　　　　　　　　　その他の都市
2月　　5月　　8月　　11月　　平均　　　2月　　5月　　8月　　11月　　平均　　　2月　　5月　　8月　　11月　　平均

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）



第7表 昭和24～26年国民栄養調査成績　　　身体症候発現率百分比（％）

　症候別

　　　全国　　　　　全都市　　　　　東京都　　　11都市　　　その他の都市　　　農村　　（14）

昭24年　25年　26年　24年　25年　26年　24年　25年　26年　24年　25年　26年　24年　25年　26年　24年　25年　26年　

貧血
毛孔性角化症
角膜乾燥、軟化症
　口角炎
舌炎及び口内炎

腱反射消失
浮腫
慢性下痢
徐脈
月経遅延及び無月経

母乳分泌不良
健康者
有症者

　第8表 昭和26年月別国民栄養調査成績 身体症候発現表　百分比（％）

　症候別

全国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全都市

　2月　　　　5月　　　　8月　　　　11月　　　　平均　　　2月　　5月　　8月　　　　11月　　　　平均　

　男　女　計　男　女　計　男　女　計　男　女　計　男　女　計　男　女　計　男　女　計　男　女　計　男　女　計　男　女　計

　貧血
毛孔性角化症
角膜乾燥、軟化症
　口角炎
舌炎及び口内炎
　
腱反射消失
浮腫
慢性下痢
徐脈
月経遅延及び無月経
　
母乳分泌不良
健康者
有症者



第8表続
第9表

症候別　　　　　2月　　　5月　　　8月　　　11月　　　平均　　　　2月　　　5月　　　8月　　　11月　　　平均

貧血
毛孔性角化症
角膜乾燥・軟化症
口角炎
舌炎及び口内炎

　　　　　　　　　腱反射消失
浮腫
慢性下痢
徐脈
月経遅延及び無月経

男女計　男女計　男女計　男女計　　　男女計　　　男女計　男女計　男女計　男女計　男女計

母乳分泌不良
健康者
有症者

農村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都

第9表続 昭和26年月別国民栄養調査成績 身体症候発現表百分比（％）

症候別

貧血
毛孔性角化症
角膜乾燥・軟化症
口角炎
舌炎及び口内炎

腱反射消失
浮腫
慢性下痢
徐脈
月経遅延及び無月経

母乳分泌不良
健康者
有症者

　　11都市　　　　　　　　　　　　　その他の都市
2月　　　5月　　　8月　　　11月　　　平均　　　　2月　　　5月　　　8月　　　11月　　　平均

男女計　男女計　男女計　男女計　　　男女計　　　男女計　男女計　男女計　男女計　男女計

　　　　　　（15）



第10表 　昭和25～26年　　国民栄養調査成績

　　　　　　　　胸囲の平均値 単位＝センチメートル　　（16）

年齢

全国　　　　　　　　　　　　　　　　　　全都市　　　　　　　　　　　　　　　　農村

　男子　　　　　　　　　女子　　　　　　　男子　　　　　　　女子　　　　　　男子　　　　　女子

昭和25年　昭和26年　　25年　　26年　　25年　　26年　　25年　　26年　　25年　　26年　　25年　　26年

　0
　1
　2
　3
　4

　5
　6
　7

　8
　9

　1O
　11
　12
　13
　14

　15
　16
　17
　18
　19

　20
　21
　22
　23
　24

　25
26～30
31～40
41～50
51～60

61～70

71～



第11表

全国　　　　　　　　　全都市　　　　　　　　　東京都　　　　　　　　　11都市　　　　　　　　　その他の都市　　　　　　　　　農村

昭和26年　国民栄養調査成績

　　　　　胸囲の平均及び標準偏差 単位＝センチメートル

年齢 男子　　　　女子　　　　男子　　　　女子　　　　男子　　　　女子　　　　男子　　　　女子　　　　男子　　　　女子　　　　男子　　　　女子　　　　

　0
　1
　2
　3
　4

　5
　6
　7

　8
　9

　1O
　11
　12
　13
　14

　15
　16
　17
　18
　19

　20
　21

　22
　23
　24

　25
26～30
31～40

41～50
51～60

61～70

71～ 　　　　　　　　　　　（17）

平均値標準偏差平均値標準偏差平均値標準偏差平均値標準偏差平均値標準偏差平均値標準偏差
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均値標準偏差平均値標準偏差平均値標準偏差平均値標準偏差平均値標準偏差平均値標準偏差



第12表 昭和22～26年国民栄養調査成績

　　　　　　身長及び体重の平均値（全国）
単位

身長＝センチメートル　　　（18）

体重＝キログラム

年齢
男

0
1
2
3
4

5
6

7
8

9

　　　　　　　　身長

女

身長

10
11
12
13
14

15
16
17

18
19

20

21
22
23
24

25
26～30
31～40
41～50
51～60

61～70
71～

年次

体重 体重

22年　23年　24年　25年　26年　22年　23年　24年　25年　26年　22年　23年　24年　25年　26年　22年　23年　24年　25年　26年



第13表 昭和22～26年国民栄養調査成績
　　　　　　身長及び体重の平均値（都市） 　単位身長＝センチメートル体重＝キログラム

年齢 男 女

身長 体重

0
1

2
3
4

5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

15
16
17
18
19

20

21
22
23
24

　　25
26～30
31～40
　41～50
51～60

61～70
71～

年次

身長 体重

　　　　22年　23年　24年　25年　26年　　22年　23年　24年　25年　26年　　22年　23年　24年　25年　26年　　22年　23年　24年　25年　26年　
（19）



　第14表 昭和22～26年国民栄養調査成績
　　　　身長及び体重の平均値（農村）

　　　身長＝センチメートル　　　（20）
単位　　　体重＝キログラム

　年齢

0

　1
　2
　3
　4

　5
　6
　7
　8
　9

　　10
　11
　12
　13
　14

男

体重　　　　　　　　　身長

女

身長

15
16
17
18
19

20
21

22
23
24
25
26～30
31～40

41～5051～60

61～70
71～

体重

年次　　　　　　　22年　23年　24年　25年　26年　22年　23年　24年　25年　26年　22年　23年　24年　25年　26年　22年　23年　24年　25年　26年　



第15表

年齢

昭和26年　国民栄養調査成績
　　　　身長・体重の平均値及び標準偏差

　　　身長＝センチメートル
単位　
　　　体重＝キログラム

全国 　　　　　　　全都市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農村

男子　　　　　　　　　　　女子　　　　　　　　　　　男子　　　　　　　　　　　女子　　　　　　　　　　　男子　　　　　　　　　　　女子　

O
1
2
3
4

5
6

7
8
9

10
11
12
13
14

15
16
17
18
19

20
21
22
23
24

25
26～30
31～40
41～50
51～60

61～70
71～

身長　　　　体重　　　　身長　　　　体重　　　　身長　　　　体重　　　　身長　　　　体重　　　　身長　　　　体重　　　　身長　　　　体重　

平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　平均値　標準偏差　

（21）



第16表 昭和26年　国民栄養調査成績
　　　　身長・体重の平均値及び標準偏差

年齢

　　　身長＝センチメートル単位　　　　　　　　　　　　（22）　　　体重＝キログラム

　　0
　　1
　　2
　　3
　　4

　　5
　　6
　　7
　　8
　　9

　10
　11
　12
　13
　14

　15
　16
　17
　18
　19

　　20
　21
　22
　23
　24

　25
26～30
31～40
41～50
51～60

61～70
71～

東京都

男子

身長 体重

平均値　　　　標準偏差 平均値 標準偏差

女子

身長

平均値　　　　標準偏差

体重

平均値 標準偏差



第17表 昭和26年　国民栄養調査成績

　　身長・体重の平均値及び標準偏差
　　　身長＝センチメートル
単位
　　　体重＝キログラム

年齢

0
1
2
3
4

5
6
7
8
9

10

11
12
13
14

11都市

　身長

平均値

男子

標準偏差

体重

平均値

女子

身長 体重

標準偏差　　　　平均値　　　　標準偏差

15
16
17
18
19

20
21
22
23
24

　25
26～30
31～40
41～50
51～60

61～70
71～

平均値　　　　　標準偏差

　　　　　　　　　　　　（23）



第18表 昭和26年　国民栄養調査成績

　　　　身長・体重の平均値及び標準偏差

　　　身長＝センチメートル
単位
　　　体重＝キログラム

　　　　　　　その他の都市

（24）

年齢

0
1
2
3
4

5
6
7
8
9
10
11

12
13
14

15
16
17

18
19

20
21
22
23
24

25
26～30

31～40
41～50
51～60

61～70

71～

男子

身長 体重

平均値　　　　標準偏差
平均値　　　　標準偏差

女子

身長

平均値　　　　標準偏差

体重

平均値　　　　標準偏差



（25）

（附表）

年齢

　　　　　　　身長　（cm）

国民平均体位基準表 （食糧及び栄養対策審議会）

男 女

新生児

0～1

1～2

2～3

3～4

4～5

5～6

6～7

7～8

8～9

9～1O

10～11

11～12

12～13

13～14

体重　（kg）

14～15

15～16

16～17

17～18

18～19

19～20

20～21

21～30

身長（cm）　　　　　体重（kg）

31～40

41～50

51～60

61～

（註）本表は日本人の体位を判定する上の暫定的統一基準を得るために設定されたものであり、厚生省衛生統計委員

会の体力及び栄養に関する第八専門部会に於いて承認採択されたものである。資料は満五歳以下を斎藤潔氏の

昭和十五年～十七年間に亘る全国都鄙調査24，709人の平均を用い，満六歳より十三歳間は文部省の昭和十二

年度全国学童統計の平均値を用い、満十四歳より六十までは一色嗣武氏の昭和二年～十年に亘る帝国生命保険

会社の保険申込者男子103，870人、女子28，981人の平均値を保険年齢より満年齢に換算したるものを用い六

十一歳以上は厚生省全国栄養調査の昭和二十三年十一月分調査の集計値に一定の補正を加えたるものを用いて

作つたものである。但し女子二十一歳～三十歳の体重は他の資料に照し若干修正した。



　　　　　　（26）

身長

　　　基準値
　26年

　　　　22年

　　　　　　　　身長

　　　　　　　　体重

体重

全国身長体重表
（男子）

都市・農村別身長・体重表（男子）

身長　体重

年令

　　基準値

　　26年
　　　22年

　　　　　　　　身長

　　　　　　　　　体重

　　　全国身長体重表（女子）

　年令

　　　　　　　　　　　　　身長
　　　　　　　　　　　　　体重

　　　　　　農村
　　　　　　都市

身長
体重　　　年令

　都市・農村別身長・体重表（女子）

農村
都市

身長
　　　体重

身長　体重
　　　　　　年令



第2部　都市（消費者）農村（生産者）別の調査成績

都市は 昭和21年・22年は9都市
昭和23～26年は12都市の非農家の平均

農村は 昭和21～22年は純農村

昭和23～26年は農村の純農家の平均



　　　　　　　　　　（29）
第19表 昭21～26年国民栄養調査成績

　摂取栄養量　一人一日当り

成人換算率　蛋白質　熱量

　　動物性

蛋白質　　植物性

　　　　　　計

脂肪

熱量　カロリー

　　　カルシウム

無機質　　燐

　　　　鉄

　　　　A

　　　　B1

ビタミン
　　　　B2

　　　　C

都市 農村

21年　22　23　24　25　26　21　22　23　24　25　26　

第20表 昭和21～26年国民栄養調査成績
　　食品類別熱量比率

食品群別　　　　　　　　　　　昭和21年　22年　23年　24年　25年　26年

都市

　穀類
いも類

砂糖類

油脂類

豆類

魚介、獣鳥肉類、卵、牛乳
及乳製品

野菜、果実類

穀類
いも類

農村　砂糖類

油脂類

豆類

魚介、獣鳥肉類、卵、牛乳
　及乳製品

野菜、果実類

将来の日本人食糧構成試案

％
穀類

いも類

砂糖類

油脂類

豆類
魚介、獣鳥肉類、卵、牛乳
　及乳製品
野菜果実類

食糧及び栄養対策審議会

（昭22．3．11決定の資料に依る）



　　　　　　　熱量の摂取状況 　　　　　　　　　単位＝カロリー　　　　農村
　　　　都市

昭和九～十一年平均　経済安定本部資料に依る

戦前
昭和21年 22 23 24 25 26

　　　　　　　　　　　　蛋白質の摂取状況　　　　　農村　　　単位＝グラム
　都市

　総蛋白質

　動物蛋白質

　月別
　年別

　　脂肪の摂取状況

　　　　　　　　　都市　　単位＝グラム
　　　　　　　　　農村

　　　（10月20日統制廃止）

月別
年別



（31）

第21表 年別国民栄養調査成績
　食品群別摂取量　一人一日当り 単位＝グラム

食品群
　　　都市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農村

昭和21年　22年　23年　24年　25年　26年

　　　米　

1．穀類　大麦　小麦　
　　とうもろこし粉　雑穀

2．堅果類
3．いも類　甘藷
馬鈴薯　その他の芋類

4．砂糖類
5．油脂類

6．豆類　大豆　味噌
大豆製品　その他の豆類

7．　魚介類

8．獣鳥肉類
9．卵類
10．牛乳及乳製品

11．緑黄色野菜類
12．柑橘類
13．その他の果実類
14．その他の野菜類

15．海藻類
16．乾燥野菜類
17．野菜漬物

18．調味嗜好品

動物性食品計
　植物性食品計

　一人一日当り合計

昭和21年　22年　23年　24年　25年　26年

生物

乾物
　　　　　生物

　　　乾物

第22表 年別国民栄養調査成績　入手別摂取量　一人一日当り

入手別
年次

配給　昭和21年
昭和22年
昭和23年
昭和24年
昭和25年
昭和26年
自由購入　昭和21年
昭和22年
昭和23年
昭和24年
昭和25年
昭和26年

都市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農村

蛋白質　　　　　　　熱量　　　　　　　　　蛋白質　　　　　　　熱量

自家生産　昭和21年
昭和22年
昭和23年
昭和24年
昭和25年
昭和26年
昭和21年
昭和22年

その他
昭和23年
昭和24年
昭和25年
昭和26年



米及び小麦の摂取状況　　　　　農村　　　米

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小麦

　　　　　　　　　　　　　　　都市　　　米

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小麦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位＝グラム

月別

年別
甘藷及び馬鈴薯の摂取状況 農村　　　甘藷　馬鈴薯

都市　甘藷　馬鈴薯
単位＝グラム

月別
年別

魚介類の摂取状況 単位＝グラム
　　　農村

　　　都市

月別

年別
　　　　　　　　　　　　牛乳及び乳製品の摂取状況　　　単位＝グラム

　　　　農村

　　　　都市

月別

年別

生野菜の摂取状況 単位＝グラム

農村　　　生野菜の総摂取量
　　　　　緑黄色の野菜
都市　　　生野菜の総摂取量
　　　　　緑黄色の野菜

月別

年別



第23表 昭和26年　国民栄養調査成績

　　　12都市食品群別摂取量　一人一日当り

食品群別

1．穀類　米　大麦　小麦　雑穀

2．堅果類

3．いも類　甘藷　馬鈴薯　その他の芋類

摂取量（g）　　　　　　　　蛋白質（g）　　　　　　　熱量（Cal）

2月　5月　9月　11月　平均　2月　5月　9月　11月　平均　2月　5月　9月　11月　平均

4．砂糖類
5．油脂類

6．豆類　大豆　味噌　大豆製品　その他の豆類

7．魚介類　生物　乾物

8．獣鳥肉類
9．卵類
10．乳類　乳　乳製品

11．緑黄色野菜類

12．柑橘類
13．その他の果実類
14．その他の野菜類
15．海藻類
16．乾燥野菜

17．野菜漬物

18．調味嗜好品　醤油　その他

　　動物性食品
　　植物性食品

　　　　　　計

（33）



第24表 昭和26年　国民栄養調査成績

　　農村食品群別摂取量　一人一日当り

（34）

食品群別
摂取量（g）

2月　　　5月　　　8月　　　11月　　　平均　　　2月　　　5月　　　8月　　11月　　平均　　　2月　　　5月　　　8月　　11月　　平均　

1．穀類　米　大麦
　小麦　穀類

2．堅果類
　　　　　　　甘藷
3．いも類　馬鈴薯
　その他の芋類

4．砂糖類
5．　油脂類

　　　　　　　大豆6．豆類　味噌　大豆製品

　　　　　　　その他の豆類

7．魚介類　生物　乾物

8．獣鳥肉類
9．卵類
10．乳類　乳　乳製品

11．緑黄色野菜類
12．柑橘類
13．その他の果実類
14．その他の野菜類

15．海藻類
16．乾燥野菜
17．野菜漬物

18．調味嗜好品　醤油　その他

　　動物性食品
　　植物性食品

　　　　　　計

蛋白質（g） 熱量（Cal）
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栄養素の欠乏に基く身体 第25表　12都市，農村入手別摂取量

楽養素

身体症候
熱量　蛋白質　ビタミンA
　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミン複合体
　ビタミンC　カルシウム　鉄　燐

体重減少

貧血

毛孔性角化症
角膜乾燥症

角膜軟化症

口角炎
舌炎及び
口内炎

腱反射消失

浮腫

慢性下痢

徐脈

月経遅延
無月経

母乳分泌不良

入手別月別

配給

　平均

自由購入

自家生産

その他

合計

都市 農村

数量（g）　蛋白質（g）　熱量（Cal）　
　数量（g）　蛋白質（g）　熱量（Cal）

第26表 身体症候発現率（％）

年次

症候

貧血

毛孔性角化症
角膜乾燥症

角膜軟化症
口角炎

舌炎及び口内炎

腱反射消失

浮腫

慢性下痢
徐脈

月経遅延　無月経

母乳分泌不良

健康者

有症者

都市 農村

21年　22年　23年　24年　35年　26年　21年　22年　23年　24年　25年　26年　

註　都市：12都市

　農村：12都市及び中小都市を除く町村



（36）

　　　　　都市　　　　　　　　　　　　　農村
　　　20　28　16　14　12　10　8　6　4　2　0％　　％0　2　4　6　8　10　12　14　16　18　20

　　　　　　　　　　昭和21年
　　　　　　　　　　〃22〃
　　　　　　　　　　〃23〃
　　　　　　　　　　〃24〃
　　　　　　　　　　〃25〃
　　　　　　　　　　〃26〃

貧血

毛孔性角化症

角膜軟化症　角膜乾燥症

口角炎

口内炎及び舌炎

腱反射消失

浮腫

慢性下痢

徐脉

無月経及び月経遅延

母乳分泌不良

　　　20　18　16　14　12　10　8　6　4　2　0　　　　0　2　4　6　8　10　12　14　16　18　20



(37） 第27表

昭和26年国民栄養調査成績

　　特殊地区

　　摂取栄養量　一人一日当り

　2月　5月　8月　11月　平均　2月　5月　8月　11月　平均　2月　5月　8月　11月　平均　

　東京鉄道局　秋田鉱山　3炭鉱

成人換算率　蛋白質　熱量

　　　動物性（g）

蛋白質　植物性（g）

　　　　　　計（g）

脂肪（g）

含水炭素

熱量（cal）

　　　　カルシウム（g）
無機質　燐（g）
　　　　鉄（mg）

ビタミンA（I.U.）
ビタミンB1（mg）
ビタミン
ビタミンB2（mg）
ビタミンC（mg）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和26年度国民栄養調査成績

　　　　　第28表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特殊地区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食品群別摂取量　　一人一日当り
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単位＝グラム

食品群別

　　　　米
　　　　大麦
穀類　　小麦
　　　　雑穀
　　　　計

　　　　堅果類

　　　　甘藷
いも類　馬鈴薯
　　　　その他の芋類

　　　　　　　計
砂糖類
油脂類

　　　　大豆
　　　　味噌
豆類　大豆製品
　　　　その他の豆類
計

　　　　　魚介類　生物　乾物
　　　　　獣鳥肉類
動物性食品 卵類
　　　　　乳類　乳　乳製品
　　　　　計

　　　　　緑黄色野菜
野菜及び果実類　その他の果実
　　　　　その他の野菜
　　　　　計

海藻類

加工野菜　乾燥　漬物

調味嗜好品　醤油　その他

一人一日当り　　計

東京鉄道局　　　　　　　　　　　　秋田鉱山　　　　　　　　　　　　3炭鉱

2月　　5月　　8月　　11月　　平均　　2月　　5月　　8月　　11月　　平均　　2月　　5月　　8月　　11月　　平均



第29表　　（a）

昭和26年度国民栄養調査成績

身体症候発現率　百分比（％）
東京鉄道局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田鉱山

2月　　　　5月　　　　8月　　　　11月　　　　平均　　　　2月　　　　5月　　　　8月　　　　11月　　　　平均
男　女　計　男　女　計　男　女　計　男　女　計　男　女　計　男　女　計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男　女　計　男　女　計　男　女　計男　女　計

貧血
毛孔性角化症
角膜　乾燥症　軟化症

口角炎
舌炎及び口内炎

腱反射消失
浮腫
慢性下痢
徐脈
月経遅延及び無月経
母乳分泌不良
健康者
有症者

（b）

貧血
毛孔性角化症

角膜　乾燥症　軟化症

口角炎
舌炎及び口内炎

腱反射消失
浮膏
慢性下痢
徐脉
月経遅延及び無月経
母乳分泌不良

健康者

有症者

　　　　　3炭鉱
2月　　　　5月　　　　8月　　　　11月　　　　平均
男　女　計　男　女　計　男　女　計　男　女　計　男　女　計

（39）
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